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１．緒言

　アイスクリームは、食品衛生法（乳等省令）の規格でアイスクリーム類に分類される。アイスクリー
ム類は３種類に分類されており、アイスクリーム（乳固形分15.0％以上・うち乳脂肪分8.0％以上、細菌
数10万/ml以下、大腸菌群は陰性）、アイスミルク（乳固形分10.0％以上・うち乳脂肪分3.0％以上、細菌
数５万/ml以下、大腸菌群は陰性）、ラクトアイス（乳固形分3.0％以上・乳脂肪分の規格はない、細菌
数５万/ml以下、大腸菌群は陰性）である。一般にジェラードとして販売されている製品は乳脂肪分が
５～６％のものが多く、食品衛生法におけるアイスクリームの規格には合致していない。アイスクリー
ムに関する意識調査としては、日本アイスクリーム協会がインターネット調査によって1997年から一般
生活者を対象とする企画調査と定点調査を毎年１回行っており、その結果がアイスクリーム白書として
公表されている１）。その調査項目は、アイスクリームがどのような機会に食べられているか、週におよ
そ何回食べているか、どこで購入するか、購入金額はいくらか、食べたくなる機会、好まれるフレー
バー（風味）の種類は何かなど多岐にわたっている。
　筆者らはこれまでに牛乳・乳製品に関する嗜好傾向に関する調査を行っており、同時にそれらの消費
動向について調べてきた２,３,４）。そこでこれらの調査の一環として、本研究ではアイスクリームに関す
る嗜好と消費の傾向を調べることを目的とした。新潟青陵大学の公開講座の「夏休み親子で挑戦　こだ
わり手作りアイスクリーム」に参加した子ども（小学生と幼稚園児）と主婦（30歳から60歳代）、新潟
青陵大学短期大学部の女子学生（18～20歳）を対象として、風味の異なる５種類のアイスクリームを用
いて嗜好試験を行い、2010年版アイスクリーム白書の結果と比較検討した。

２．材料および方法

（１）嗜好試験に用いた風味の異なるアイスクリームの種類

　ａ. バニラ
　ｂ. ストロベリー
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　ｃ. コーヒー
　ｄ. 抹茶
　ｅ. チョコレート

（２）嗜好試験の方法

１）嗜好試験
　１回目は、新潟青陵大学の平成22年度公開講座「夏休み親子で挑戦　こだわり手作りアイスクリー
ム」に参加した子ども（小学生と幼稚園児）８名と主婦（保護者：30歳から60歳代）12名をパネルとし
て夏（７月末）に行った。２回目は、新潟青陵大学短期大学部の１・２年生の女子学生（18～20歳）34
名をパネルとして秋（11月中旬）に行った。パネルの試食順序はラテン方格法を用いてランダムになる
ようにした。
２）アイスクリームの評価
　５点の評価法を用いた。評価項目は４項目で ①口当たり（組織、さっと溶ける、おいしいと思う）
②風味（フレーバー）が好ましい程度　③甘味や乳脂肪の濃さなどが好ましいか　④総合評価（おいし
さ・好ましさの程度）について判定した。

（３）自由回答による食習慣などのアンケート

　参加者に調査方法を説明し、個人情報が特定されないように無記名による回答を集めた。調査項目
は、アイスクリームでは参加者が１ヶ月に食べる回数、食べる機会、食べたくなる理由、好きな風味の
種類、購入する場所についてであり、その他に１週間に牛乳・ヨーグルトを食べる回数について調べ
た。

（４）統計処理

　風味の異なる５種類のアイスクリームと消費者パネルとして調査に協力した参加者を要因とする二元
配置の分散分析法を用いた。有意差の検定には危険率５％を用いた。

３．結果と考察

（１）アイスクリーム、牛乳・ヨーグルトの食習慣

１）アイスクリームを１ヶ月に食べる回数
　アイスクリームを１ヶ月に食べる回数は、０～２回が学生20.6％、主婦（保護者）41.7％で、子ども
は０％であった。３～５回、６～９回、10回以上の割合は、それぞれ順に学生は23.5％、2.9％、
52.9％、主婦は25.0％、8.3％、25.0％、子どもは12.5％、25.0％、62.5％であった（図１）。日本アイスク
リーム協会が2010年に実施したインターネット調査の結果をまとめて公表しているアイスクリーム白書
2010１）（以後白書2010と記載する）では、食べる回数は、週１回以上は夏が52.5％、年間を平均すると
43.8％で、月に２～３回は夏が39.7％、年間では35.2％などであった。これらと、本調査で１ケ月に６回
以上食べる回数を比較すると、夏に調査した子どもは88％前後で非常に高く、主婦は33％前後で若干低
かったが、秋に調査した学生は56％前後で若干高い傾向がみられた。
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２）アイスクリームを購入する場所
　学生はスーパーマーケット61.0％、コンビニエンスストア29.3％、専門店7.3％、その他2.4％であり、
主婦はスーパーマーケットから順に50.0％、18.8％、12.5％、18.8％、子どもは順に45.5％、36.4％、
18.2％、０％であった（図２）。白書2010では、スーパーマーケット59.7％、コンビニエンスストア
32.2％、専門店3.7％、菓子店1.3％、デパート・その他3.2％であり、スーパーマーケットとコンビニエン
スストアで購入する比率は90％以上を占めている。本調査でもほぼ同様な傾向を示しており、日常の買
い物をするときや子どもと出かけたときなどに気軽に購入している様子などが想像できる。

３）アイスクリームを食べたくなる機会
　学生は甘いものが欲しいとき34.2％、冷たいものが食べたいとき18.4％、のんびりしたいとき26.3％、
風呂上りに食べる15.8％、旅行・その他5.3％であった。主婦は甘いものが欲しいときから順に21.1％、
31.6％、15.8％、10.6％、21.1％であり、子どもは順に20.0％、40.0％、10.0％、20.0％、10.0％であった
（図３）。

図１　アイスクリームを１ヶ月に食べる回数
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図２　アイスクリームを購入する場所
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図３　アイスクリームを食べたくなる機会

学生
0

10

20

30

40

50
％

子ども 主婦

甘いものが欲しい
冷たいものが欲しい
のんびりしたい
風呂上がり
旅行・その他



26 荒井　威吉・玉木　民子・海津夕希子

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第41号（2011）

　白書2010で風呂上りに食べたいものを複数回答で聞いたところ、アイスクリームと答えた人が45.2％
であった。本調査では主婦と子どもの10％、学生の16％が風呂上りに食べると答えており、実際に風呂
上りに食べる人の比率としては妥当な結果と考えられた。白書2010でアイスクリームの評価のポイント
を聞いたところ、冷たさ75.3％、甘さ64.0％、なめらかさ43.0％、さっぱりした味25.7％などであった。
本調査では、甘いものが欲しいときに食べるのは学生34％、主婦と子ども10％であった。冷たいものが
食べたいときは学生18％、主婦32％、子ども40％で、夏に調査した子どもの欲求は「冷たいものが食べ
たい」ことの比率が高く、同様に主婦（保護者）の比率も高いが、子どもと一緒に食べている様子が想
像される。
　白書2010でアイスクリームの評価のポイントが高かった項目は、本調査における実際に食べる行動と
の関連が強いと推定されるので、消費者がアイスクリームを食べるときの誘因としての意義が大きいと
考えられる。その他、白書2010では20歳代で恋人と食べたい人が男女とも20％と高い比率を示してお
り、30歳以上で友人・知人・同僚と食べたい人は男性の14～24％に対して、女性は30～42％と高かっ
た。本調査で旅行・その他で食べる比率が主婦で21％と高かったが、この結果は白書2010における女性
がアイスクリームを食べる動機または機会と関連しているものと思われる。
４）牛乳・ヨーグルトの１週間あたりの摂取回数
　同時に調査した牛乳・ヨーグルトの１週間あたりの摂取回数では、子どもは牛乳が5.4回、ヨーグル
ト2.6回で、学生は牛乳2.0回、ヨーグルト2.5回であった。主婦は牛乳、ヨーグルトの順に30歳代は5.3
回、1.5回、40歳代は2.9回、4.0回、50歳代以上は3.3回、3.4回であった（図４）。子どもの牛乳摂取回数
が高いのは、学校給食用牛乳の摂取が寄与していると推測される。学生の摂取回数は子どもや主婦より
少なく、前回までの調査２,３,４）と同様に、牛乳よりヨーグルトの摂取回数が多い傾向が認められた。主
婦の牛乳とヨーグルトの摂取回数を前回と比較すると30歳代では牛乳は前回と同程度であったが、ヨー
グルトの摂取回数は半減した。40歳代では牛乳が半減し、ヨーグルトが約１回増えており、前回までの
牛乳の摂取回数の方がヨーグルトより多かった傾向とは逆になった。50歳代以上はほぼ前回と同程度で
あったが、ヨーグルトの摂取回数は若干少なくなった。前回までと同様に50歳代以上では牛乳よりヨー
グルトの摂取回数の方が多くなる傾向が認められたが、今回はその差が大幅に縮小した。ただし調査対
象によって食習慣は異なるので、本調査のような限定された範囲の対象者の結果は、牛乳とヨーグルト
の摂取量の増減などの１例であり、全体的な消費動向の変化を示すものではない。

図４　子ども、学生、主婦が牛乳・ヨーグルトを１週間に摂取する回数
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（２）アイスクリームの官能評価

　学生、子ども、主婦のパネルが５種類の風味のアイスクリームを試食し、５点の評価法によって　①
口当たり（組織、さっと溶ける、おいしいと思う）　②風味（フレーバー）が好ましい度合　③甘味や
乳脂肪の濃さなどが好ましいか　④総合評価（おいしさ・好ましさの程度）の４項目を評価した結果を
まとめて分散分析を行った結果を表１に示した。学生は全ての評価項目で、試料間とパネル間に有意差
が認められた。学生がアイスクリームを評価する感覚は個人差が大きく、風味の異なるアイスクリーム
に対する嗜好の違いも大きいと思われる。主婦は全ての評価項目でパネル間に有意差が認められたが、
試料間には有意差がなかった。子どもは試料間に有意差がなく、パネル間では総合評価のみに有意差が
認められた。子どものアイスクリームの評価値は学生より低いが、それぞれの評価値の差は小さいの
で、どのアイスクリームもおいしいと感じて食べていると推測された。これまでのチーズ２）、牛乳３）、
ヨーグルト４）の官能評価の調査において、学生はにおいや酸味などに対して敏感であり、主婦はにおい
に対する許容範囲が広いことが示されている。本調査で学生のみの試料間に有意差が認められた結果か
ら、アイスクリームの官能評価では風味が評価の重要な要素になっていることが示唆された。

（３）アイスクリーム間の項目別の官能評価

　５種類の風味の異なるアイスクリームの項目別の評価では、学生のみに有意差があり、子どもと主婦
（保護者）には有意差が認められなかった。学生の官能検査の結果は表２に示した。総合評価ではバニ
ラとコーヒー・抹茶との間に有意差があり、口当たりではバニラと抹茶との間に認められた。風味では
バニラと他の４種類の全ての風味との間で有意差があり、ストロベリーと抹茶の間、抹茶とチョコレー
トの間に有意差が認められた。甘味と乳脂肪などの濃さでは、ストロベリーとコーヒー・抹茶との間、

表１　５種類のアイスクリームの官能評価における二元配置分散分析

総合評価 口当たり 風味 甘味・濃さ

 学生 試料間 3.13＊ 2.62＊ 125.77＊ 11.27＊

  パネル間 1.75＊ 3.47＊ 11.57＊ 6.71＊

 主婦 試料間 1.51 0.4 1.77 0.98

  パネル間 5.96＊ 8.22＊ 3.76＊ 7.26＊

 子ども 試料間 2.17 1.24 2.49 0.71

  パネル間 2.55＊ 1.47 1.84 1.36

（注）＊　ｐ＜0.05 で有意

表２　５種類のアイスクリームの官能評価における有意差（５％危険率）

総合評価
2　　3　　4　　5

口当たり
2　　3　　4　　5

風味
2　　3　　4　　5

甘味・濃さ
2　　3　　4　　5

学生

1

2

3

4

 － ＋ ＋ －

  － － －

   － －

    －

 － － ＋ －

  － － －

   － －

    －

 ＋ ＋ ＋ ＋

  － ＋ －

   － －

    ＋

 － － － －

  ＋ ＋ －

   － ＋

    ＋

（注）風味の種類　１：バニラ　２：ストロベリー　３：コーヒー　４：抹茶　５：チョコレート
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コーヒーと抹茶の間、抹茶とチョコレートの間に有意差が認められた。これらの結果から、アイスク
リームの評価では風味が重要であり、甘味・乳脂肪などの濃さも影響することが示唆された。５種類の
アイスクリームの評価項目ごとの比較（図５）では、学生はバニラの評価値が4.5付近で１番高く、次
いでストロベリーで4.2前後、チョコレートが4.1付近の評価になり、抹茶とコーヒーがともに3.8前後の
評価となった。学生の総合評価に与える影響は風味が最も強く、次いで甘さ・乳脂肪などの濃さの順に
なった。学生の口当たりの評価では試料間に有意差があるものは少ないが、口当たりの評価も子どもと
主婦に比べて敏感であり、総合評価に影響を与えていることが推測された。主婦の評価値はバニラが
4.1付近で１番高く、次いでチョコレートの4.0前後となり、その他は3.7付近の評価値でおおむね同程度
の評価であった。子どもの評価値はバニラが4.2前後、ストロベリーが4.1前後で高く、チョコレートと
コーヒーは3.8付近、抹茶は3.7前後の評価値であった。学生の評価値と比べると、主婦と子どもの評価
値は全体的に低く、試料間の差は小さかった。主婦はバニラの風味の評価が最も高く、子どもはバニラ
とストロベリーの風味の評価が最も高く、抹茶が最も低くなり、主婦と子供の総合評価には風味の評価
の影響が大きいと考えられた。学生と比べると、主婦と子どもの甘味・乳脂肪などの濃さと口当たりの
試料間の評価値の差は小さく、それぞれの評価値が低いものほど総合評価が下がる傾向がみられる。主
婦と子どもの総合評価に与える影響は、甘味・乳脂肪などの濃さの方が口当たりより大きいと推測され
た。

図５　学生・主婦・子どもの５種類のアイスクリームの項目ごとの評価値
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　学生が好ましいと感じているアイスクリームの風味で、１番好ましい風味はストロベリー29.4％、次
いでバニラ26.5％で、コーヒー、抹茶、チョコレートは同率でそれぞれ14.7％であった（図６）。学生が
１番好ましいと感じる風味は５種類ともおおむね類似した割合で、個人ごとに好きな風味の種類が異
なっており、その嗜好性は多様である。したがってアイスクリームの口当たりやなめらかさ、甘味・乳
脂肪などの濃さに対する評価は、好きな風味の影響を間接的に受けている可能性があると推測される。
主婦が１番好ましいとする風味はバニラ58.3％で最も多く、次いでストロベリーと抹茶が同率でそれぞ
れ16.7％、コーヒー8.3％となり、チョコレートはいなかった（図７）。子どもが１番好ましいとする風
味はストロベリー37.5％で最も多く、次いでバニラと抹茶がそれぞれ同率の25％、チョコレート12.5％
となり、コーヒーはいなかった（図８）。同様に２番目に好ましいと感じている風味をみると、学生は
バニラ26.5％、コーヒー23.5％、ストロベリー20.6％、抹茶17.6％、チョコレート14.7％であった。主婦が
２番目に好む風味は、バニラ、ストロベリー、抹茶が同率でそれぞれ25％、チョコレート16.7％、コー
ヒー8.3％であった。子どもが２番目に好む風味ではバニラ37.5％が多く、ストロベリー25％、チョコ
レート、抹茶、コーヒーは同率でそれぞれ12.5％であった。好ましく感じる風味の順序が1番と2番の割
合の合計をみると、学生はバニラが53％、ストロベリーが50％となり、コーヒー38％、抹茶32％、チョ
コレート26％であった。学生が好ましいと感じる風味は多様で、どの風味にも１番好ましいと感じてい

図６　学生が５種類のアイスクリーム風味で好ましいと感じる順序
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図７　主婦が５種類のアイスクリーム風味で好ましいと感じる順序
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図８　子どもが５種類のアイスクリーム風味で好ましいと感じる順序
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る人がそれぞれ同程度の比率で存在することが特徴である。主婦が好ましいと感じる１番と２番の風味
の割合はバニラ83％が最も多く、次いでストロベリーと抹茶がそれぞれ42％、チョコレートとコーヒー
がそれぞれ17％であった。子どもの１番と２番の割合はバニラとストロベリーがそれぞれ63％、抹茶
38％、チョコレート25％、コーヒー13％であった。白書2010の複数回答による調査では、最も好まれる
風味はバニラ88.7％で、チョコレート66.2％、ストロベリー50.0％、抹茶49.2％、コーヒー27.3％であっ
た。本調査で好ましいと感じている風味の順序はバニラが最も高く、次いでストロベリー、抹茶、チョ
コレート、コーヒーの順であった。
　バニラアイスクリームの風味に対する原材料の影響をみると、乳脂肪の効果より乳脂肪の代わりに入
れるホエータンパク質やシロップなどの方が風味を強く感じさせる効果がある５）。チョコレートアイス
クリームの風味は乳脂肪によって弱くなる６）。チョコレートの特徴的な風味は2,5-ジメチル３（２-メチ
ルプロピル）ピラジンで、乳脂肪量が少なくなるほど強く感じる負の相関が認められている７）。子ども
はテレビコマーシャルなどで覚えたブランドの食べ物を好み８）、子どもの食べ物の風味に対する好みや
食行動はブランドの影響を受けている９）。母親は子どもとの会話などから、子どもが嫌いな風味のこと
の方が、好きな風味のことよりも良く知っている10）。白書2010と本調査の結果を比べると、学生、子ど
も、主婦ともにチョコレートを好む比率は低かった。子どもと主婦ではチョコレートを好む人はストロ
ベリーを好み、バニラとコーヒーを好む割合が少なくなったが、学生ではストロベリーを好む人が少な
くなる特徴的な傾向がみられた。チョコレートに対する子どもと主婦の好みと学生の好みが異なる傾向
には、チョコレート特有の風味に対する感受性の違いが影響していると推測された。学生ではバニラを
好む人は抹茶、コーヒーを好む割合が少なくなった。学生、子ども、主婦で抹茶を好む人はバニラより
ストロベリーを好む割合が少なくなり、また学生ではコーヒーを好む人の割合も少なくなる傾向がみら
れた。これらには、甘味に対する感受性の違いが影響していることが考えられる。アイスクリームの評
価は、風味に対する個人ごとの好き嫌いの影響が大きく、甘味・乳脂肪などの濃さにも個人ごとの好み
が反映され、口当たりはそれぞれの製品性状の特性が間接的に影響していると推測された。子どもが好
むアイスクリームの風味の順序には、主婦（保護者）の好みや子どもの嫌いなものは買わないなどの購
買行動が反映されていることも考えられた。

４．要約

　風味の異なる５種類のアイスクリームに対する消費者の嗜好傾向を調べることを目的とした。新潟青
陵大学公開講座「夏休み親子で挑戦 こだわり手作りアイスクリーム」に参加した子ども（小学生と幼
稚園児）８名と主婦（保護者：30歳から60歳代）12名、新潟青陵大学短期大学部の女子学生（18～20
歳）34名を対象として、５種類の風味（バニラ、ストロベリー、コーヒー、抹茶、チョコレート）のア
イスクリームを用いて嗜好試験を行った。
　アイスクリームを１ヶ月に食べる回数は、子ども、学生、主婦のそれぞれで０～２回が０～41.7％、
３～５回は12.5～25.0％、６～９回は2.9～25.0％、10回以上は25.0～62.5％であった。購入する場所は、
スーパーマーケットが約50％とコンビニエンスストアが約30％で多く、専門店とその他はそれぞれ10％
程度であった。アイスクリームを食べたくなる機会は、甘いものが欲しいとき、冷たいものが食べたい
ときがそれぞれ20～40.0％、のんびりしたいとき、風呂上りがそれぞれ10～20.0％、旅行・その他５～
20％であった。牛乳・ヨーグルトの１週間あたりの摂取回数は、子ども、学生の順に牛乳は5.4回、2.0
回、ヨーグルトは2.6回、2.5回であった。主婦は30歳代、40歳代、50歳代以上の順に、牛乳が5.3回、2.9
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回、3.3回、ヨーグルトが1.5回、4.0回、3.4回であった。
　アイスクリームは５点の評価法で、口当たり、風味（フレーバー）、甘味や乳脂肪の濃さなどが好ま
しいか、総合評価（おいしさ・好ましさの程度）の４項目を評価した。学生は全ての評価項目で試料間
とパネル間に有意差が認められた。主婦は全ての評価項目でパネル間に有意差があったが、試料間には
認められなかった。子どもは試料間に有意差がなく、パネル間では総合評価のみに有意差が認められ
た。項目別の評価では、学生のみに有意差が認められた。アイスクリームの評価では風味が重要であ
り、甘味・乳脂肪の濃さなども影響することが示唆された。学生の総合評価には風味の影響が最も強
く、次いで甘さ・乳脂肪などの濃さの順で、子どもと主婦に比べて口当たりの感覚が敏感であり、口当
たりの評価も間接的に影響していると推測された。好ましいと感じているアイスクリームの風味では、
学生はバニラが50％以上で高く、ストロベリー、コーヒー、抹茶、チョコレートの順であった。主婦は
バニラが83％で最も多く、ストロベリーと抹茶、チョコレートとコーヒーの順であった。子どもはバニ
ラとストロベリーが63％で高く、抹茶、チョコレート、コーヒーの順であった。
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